
 

合成樹脂配管の特徴について 

 

１ ポリエチレン管と鋼管類との基本特性比較 

 

 表１ ポリエチレン管と鋼管類との基本特性比較 

（建築用ポリエチレンパイプシステム研究会からの資料提供） 

   配水用ポリエチレン管       外面被覆鋼管 

機

械

的

物

性 

引張降伏強度（ＭＰａ） ２０．０ ２９０ 
破断伸び（％） ３５０以上 ３０以上 
弾性係数（ＭＰａ） １．０５×１０３ ２．０６×１０５ 
許容曲げ角度（゜） ３０゜ ５゜ 
特徴 伸びや曲げに優れている 強度は高いが伸びや曲げに劣る 

重量 
（呼び径：１００、長さ：５ｍ） 

軽量で、持ち運びしやすい。

（１７．２ｋｇ） 
ポリエチレン管の約５倍 
（８８ｋｇ） 

接合 ＥＦ（エレクトロフュージョン）

接合が基本 溶接接合が基本 

耐食性 耐食性に優れ、防食対策が

不要 
溶接接合、切り管部の防食対策が

必要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－２ 



２ 合成樹脂配管の耐震性及びたわみ率について  

（１）合成樹脂配管の耐震性について 

 

表２  日本における大地震とポリエチレン管被害 

（建築用ポリエチレンパイプシステム研究会からの資料提供：厚生労働省及

び配水用ポリエチレンパイプシステム協会報告まとめを編集） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地中埋設管としての輪荷重により生じる偏平たわみ率について 

 

（土圧分布：スパングラーの土圧分布） 

           （土圧計算：マーストンの式） 

(輪圧計算：ブーシネスクの式) 

 

 

（２）合成樹脂配管の地中でのたわみ率について 

   資料６－６参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 



３ 合成樹脂配管の耐食性について 

   

表３ ポリエチレンの耐薬品性（ＩＳＯ ＴＲ１０３５８より抜粋；温度：２０℃） 

薬品名 性能 薬品名 性能 

（酸） 

塩酸（３０％） 

硫酸（５０％） 

硝酸（２５％） 

リン酸（５０％） 

酢酸（１０％） 

蟻酸 

乳酸 

亜硫酸（３０％） 

 

（アルカリ） 

苛性ソーダ（４０％） 

苛性カリ（１０％） 

アンモニア水 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

（塩） 

炭酸カリウム 

炭酸バリウム 

炭酸カルシウム 

過マンガン酸カリウム（２０％） 

燐酸カリウム 

食塩（塩化ナトリウム） 

塩化カリウム 

 

（その他） 

海水・塩水 

過酸化水素水（３０％） 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

          （性能の見方） ○：侵されない 

△：やや侵される 

                    ×：使用できない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 



４ 合成樹脂配管の施工に係る経費について 

（建築用ポリエチレンパイプシステム研究会より） 

   

（１）埋設消火配管としての比較 

100 m 敷設した場合の材工で試算（呼び径 100）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※工事費は公共建築工事積算基準参照 

※材料費は建設物価相当で試算 

図１ 埋設消火配管比較 

 

（２）埋設給水管としての比較 

100 m あたりの布設費（材料費＋施工費での比較）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※工事費は公共建築工事積算基準参照 

※材料費は建設物価相当で試算 

図２ 埋設給水配管比較 

 ４ 
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